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　　｢おじいさんがかぶをうえました｣　　　　福音館書店
　　 創刊５０周年を迎えた｢こどものとも｣の８０３作品を各巻の

ジャンル別紹介、作家別のページ、絵本誕生秘話などを
収録した一冊。

今年は例年以上にたくさんの方がボランティアにきてくださり予定していた
日より一日早く開館することができました。 　　｢自分で行うとっさの傷の手当て｣　　水原章浩　　金原出版
ボランティアの皆様ご協力ありがとうごさいました。 転んで擦りむいた傷、ちょっとした切り傷は自宅で簡単に

治せます。消毒しない、水道水で洗う、乾かさない…など、
常識を覆す治療法を解説した一冊。

今年の冬は例年にない寒さで、１２月から雪がたくさん降りま
　　・子どもの本の棚を拭く作業をしました。普段あまり見ることのない場所 した。２月初めの寒波で図書館の屋根につららができました　　「みずうみ」　　よしもとばなな　　フォイル
　　　なので子どもの本の多さに驚きました。 （左）花壇の花には屋根から落ちてきた水滴で鍾乳石のような 私の家にいつの間にか住むようになった中島くん。湖の
　　・全国の電話帳がよく見るとたくさんあり、その多さに驚いた。 つららができていました。（左） 近くに住む友だちを訪ねてきたことをきっかけに、中島くん
　　・見た目以上に棚にほこりがありました。本を拭いていく作業は大変 こんなつららが見られるのなら寒さも悪いものではないかも の過去が明らかになっていく。優しさがあふれた長編小説。
　　　根気のいる作業でした。 しれません。
　　・亡くなった作家の本は減っているんだなと思いました。 　　「文明の迷路」　　香川元太郎　　ＰＨＰ研究所
　　・ボランティアさんが今年は多かったので作業が早かったと思います。 森の遺跡からエジプト文明、インダス文明をたどってアトラ

ンティスへ…。昔の文明を迷路で旅する楽しみながら歴史
など、図書館について新しい発見や驚き、作業の大変さなど意見を がわかるユニークな絵本。
いただきました。

中村在住の吉田光秋さんにご協力いただいて、町内の各 　　「少年は戦場へ旅立った」　　ｹﾞｲﾘｰ　ﾎﾟｰﾙｾﾝ　　あすなろ書房
保育所などに出向き紙芝居の読み聞かせを行いました。 時はアメリカ南北戦争。ひとりの少年が年齢を偽って軍隊に
今回は「スサノオノミコトのオロチたいじ」などの出雲神話を 入隊した。少年は戦争の残酷さを思い知るがそれでも戦場

・一般図書・・・９２冊　 ・児童図書・・・８冊 中心としたものでした。 に向かい続ける。
・郷土資料・・・８冊 ・雑誌・・・１４冊 子どもたちには内容が少し難しいかもしれないと心配して 戦争で負った心の傷が元で若くして亡くなった少年の実話を
・ＡＶ・・・４本 合計・・・１２６点 いましたが、そんな心配をよそに子どもたちは熱心に聞き もとにした物語。

いっていました。
今年も昨年と同様料理関係の本の紛失が目立ちました。 　　「春はあけぼの」　　清少納言　　ほるぷ出版
行方不明のかわいそうな本たちが泣いています。貸し出し手続きを 時代を超えた名文がたんじあきこのかわいらしい絵と融合
せずに持ち帰ってしまったものがあればお返しください。 しました。声に出して気持ちよく、絵をながめて楽しい、子ど

もから大人まで楽しめる絵本。
巻末には斎藤孝による口語訳がついています。

現在では目にする機会の
なくなった指樽や盃洗など
また、隠岐のお酒のラベル
を展示しています。
今月いっぱいの展示となり
ますので、この機会にぜひ 隠岐汽船に鬼太郎フェリーが就航した記念として、図書館では　　　町内在住のある方が退職記念として退職金の一部を寄付して
ご覧ください。 鬼太郎フェリー就航式の写真や水木しげる記念館のポスター　　　くださいました。隠岐の子ども達のために役立ててくださいとの
図書館入り口にお酒の本も やパンフレットなどの展示、水木しげるさんの著作品の紹介　　　ことでしたので、児童書などの購入に充てたいと思います。
展示してあります。 おこないます。詳しくはチラシ等でお知らせいたします。 　　　このような寄付をしていただいて大変ありがたく思います。

　　　ありがとうございました。

★☆★　紙芝居出前しました　★☆★　　




